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１．事業所名 株式会社　松浦スチロール工業所

２．代表者名 代表取締役社長　松浦　令和

３．工場所在地

①本社工場（操業：2016年）

　住所：静岡県榛原郡吉田町川尻907-1

　電話：0548-32-0195、ｆａｘ：0548-32-6360

　敷地面積：　8,515.44㎡、建築面積：　3,463.93㎡

　延床面積：　8,088.04㎡

②川尻工場（操業：1989年）

　住所：静岡県榛原郡吉田町川尻892-1

　電話：0548-32-1181　ｆａｘ：0548-32-8907

　敷地面積：14,760.96㎡、建築面積：6,858.24㎡

　延床面積：12,241.98㎡

③住吉工場（操業：1970年）

　住所：静岡県榛原郡吉田町住吉4655-1

　電話：0548-32-4111、ｆａｘ：0548-32-4112

　敷地面積：　8,689.10㎡、建築面積：　5,758.34㎡

　延床面積：　6,178.34㎡

４．エコアクション２１責任者及び連絡先

環境管理責任者　： 松浦令和（代表取締役社長）

連絡先（事務局）： 住　所： 静岡県榛原郡吉田町川尻907-1 和田真之、 溝田里美[事務窓口]

ＴＥＬ　：0548-32-0195 ＦＡＸ　：0548-32-6360

e-mail： satomi-m＠m-eps.co.jp

５．主な事業内容 発泡スチロール製品の製造及び販売

６．取扱品目 生鮮・保冷用搬送容器類、Ｆモールド用ブロック、

電化製品の部材及び緩衝材、農業用資材、建築用資材、他

７．事業規模

法人設立：　1965年 1月5日

資本金　：　2,000万円

売上高　：　214,000 万円（第59期：2022年9月～2023年8月）

組織図　：　レポート本文の ５ ～ ６頁を参照

総従業員数： 94名 （本社工場37名、川尻工場50名、住吉工場 7名）

（正社員88名、派遣・パート等　6名）

８．エコアクション２１　適用範囲

②当社が顧客に提供する製品及びサービス

③当社が管理する敷地・施設・機器

Ⅰ．事　業　概　要

①当社の事業活動に関係する全ての業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



9．産業廃棄物処理業における施設等の状況

キャブオーバー（静岡　100 す 4835　２トン車） １台

　

②積替え保管施設は無し

　

③処分業　中間処理施設の種類　：廃プラスチック類の溶融固化処分　

　 処理する廃棄物の種類：発泡スチロールに限定

　 処　理　能　力　　　：廃EPS物　　80 kg／h　

処　理　方　式　　　：廃EPS溶融機の炉内を電熱ヒータにて加熱・溶融

　

④処理工程図　

　

　 ↓

　

↓

↓

↓

↓

10．産業廃棄物処理業の許可の状況

①産業廃棄物収集運搬業の許可内容：

許可番号　第02201049848号 許可年月日：令和4年11月1日

許可の有効年月日：令和9年10月31日

事業の範囲　事業区分：収集運搬（積替え及び保管行為を除く）

　産業廃棄物の種類：廃プラスチック類（発泡スチロールに限る）

②産業廃棄物処分業の許可内容：

許可番号　第02221049848号 許可年月日：令和4年11月1日

許可の有効年月日：令和9年10月31日

事業の範囲　事業区分：中間処分

　産業廃棄物の種類：溶融固化処分－

廃プラスチック類（発泡スチロールに限る）

11．産業廃棄物の処理実績

①産業廃棄物収集運搬実績　6.34  ton （第59期実績）

②産業廃棄物処分実績　　　7.11  ton （第59期実績）

④廃EPS溶融機の運転（状況により廃EPS追加層流）

⑤廃EPS溶融機の運転終了（廃EPS溶融機関連機器電源OFF）

⑥廃EPS溶融機の系外で自然冷却

Ⅰ．事　業　概　要　　（前頁の続き）

①収集運搬業者：車両の種類と台数

①廃EPS物を住吉工場の溶融機室内に搬入

②破砕機にて粉砕後、溶融機上のホッパーへ搬送

③廃EPS溶融機の運転準備



「誠実」

「和」

「啓発」

「奉仕」 　奉仕の精神を社業に生かし、より良い社会の建設に努力しよう。

１．関係法令、地域協定、当社が同意するその他の要求事項を順守します。

　努めます。

５．廃棄物の適正保管と３Ｒ（減量・再使用・再生）に努めます。

６．本方針を基に活動の目的・目標・計画を定め、定期的に見直し、継続的改善に努めます。
　
７．社内の教育・啓発活動を推進し、環境保全と安全衛生の意識向上に努めます。
 
８．本方針及び環境経営レポートは一般に公表し、地域社会とのコミュニケーションの円滑化に
　努めます。

制　定　：　２００３年　　１月２０日
第4回 改　定　：　２０２０年　　９月　１日

株式会社　松浦スチロール工業所
代表取締役社長　松浦　令和

　株式会社松浦スチロール工業所は、社是「誠実・和・啓発・奉仕」の基本理念に基
づき、「信用の会得」「総力の結集」「創意工夫」「社会貢献」に努め、企業活動におい
て、社会的責任と地球環境の保全及び経営改善を推進し、資源循環型社会の構築
に貢献します。

[　活　動　指　針　]

２．不良品の発生防止と多様化するニーズ及び環境性能に適合した製品とサービスの提供に

３．生産および販売活動における効率の向上と無駄の排除に努めます。

４．省エネを推進し、ＣＯ2排出量および省資源（原材料・水使用量）低減に努めます。

[　基　本　理　念　]

Ⅱ．社是・社訓

　人としてもっとも大切なことは誠実であり、誠実は信用を得る基であり、信用が発展の第
一条件である。

　経営は全員の総力の結集であり、人の和こそ企業の推進力である。和やかで明朗で活
気ある職場を創ろう。

　常に創意工夫を凝らし、より良い製品を、より安く、より早く、作ることに努力しよう。

Ⅲ．環　境　経　営　方　針
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１．　活　動　組　織

２．省エネ・エコアク２１環境管理委員会

杉本建太

事務局 和田真之

事務局 事　務 溝田里美

環境管理者

本社工場 谷澤伸弥

川尻第一工場 清水　真

川尻第二工場 藤田孝之

住吉工場 今村栄典

営　業

担　当 区　　　分 氏　名

環境管理責任者 統　括 松浦令和

部・課長会議

本社工場

川尻工場

住吉工場
第一工場 第二工場

Ⅳ．活動体制　（組織図及び実施体制）

事務局

代　表　取　締　役

役　員　会

環境管理責任者

営業会議 エコ２１・省エネ　環境管理委員会
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①エコアクション２１活動に関する総括責任者

②エコアクション２１の実施における経営資源(人材、設備、費用等)の用意

③環境経営方針の策定と社員への周知

④環境管理責任者の選任　　

⑤目標・活動計画実績の評価、見直し、指示

⑥外部コミニュケーションの対外的対応の判断

⑦管理文書（ＥＣ）及び記録文書Ａ（ｅｍ）に記載されている該当文書の作成と承認

⑧実施体制の構築

①環境経営マネジメントシステムの構築・管理

②環境経営マニュアルの作成と役員、役職者、環境管理者への周知

③環境管理者の選任　

④省エネ・エコ２１環境管理委員会の開催と取り纏め

⑤管理文書（ＥＣ）及び記録文書Ａ（ｅｍ）に記載されている該当文書の作成と承認・確認及び見直し

⑥審査に関する対応（審査員の選任、日程調整、結果の処理・他）

⑦代表者への実績報告

⑧環境負荷・取組の自己チェックリストの作成　　

①環境経営マネジメントシステム、環境経営マニュアルの理解

②環境経営マネジメント目標・活動計画の作成と実行、各工場内の指導・周知

③管理文書（ＥＣ）、　記録文書Ａ（ｅｍ）・Ｂ・Ｃ内の該当文書の作成・見直し、作業手順書（ｅｍ12）の承認

④審査時のサイトツアーの対応

⑤所轄官庁等への届出又は報告

⑥部署内コミニュケーション

①環境方針の理解　　

②環境経営マネジメントにおける目標・活動計画の理解と実施

③省エネ・環境保全及び美化活動の推進　　

④担当業務における環境記録の記入

①環境管理文書一覧と各環境記録一覧の作成と保管

②省エネ・エコ２１環境管理委員会の開催と議事録の作成

③管理文書（ＥＣ）、　記録文書Ａ（ｅｍ）・Ｂ・Ｃ内の該当文書の作成・見直し

④環境レポートの公表　　⑤審査手続き、審査時の対応

⑥環境負荷・取組の自己チェックリストの作成　　

⑦運営上必要な報告書類の作成及び連絡対応事項

①環境経営マネジメント目標・活動計画の確認と見直し

②省エネ法、県温暖化防止条例の取組対応

③活動の進捗結果の確認と必要に応じて取組における包括的な見直し

④環境経営情報の入手・確認・周知対応

⑤省エネ及び環境経営に関する勉強会

①省エネ及び環境経営活動体制の支援

②環境管理者のフォロー

（社長兼務）

環境管理委員会

管理職（役員・部長等）

環境管理者

推進者

(全社員）

事務局

省エネ・エコ２１

環境管理責任者

Ⅴ．役　割　・　責　任　・　権　限　表

担当 役割　・　責任　・権限

統括責任者

（　社　長　）



１．目標値と実績値　（全工場） 期間：第59期　（2022年9月01日～　2023年8月31日）

目標

実績

＊電力の二酸化炭素排出量の把握には中部電力(株）から2017年度に教示された実排出係数を用いる。→　係数　：　０．４８６

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

２．使用・排出量実績　（全工場）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩ 4,374

単位

ｋｇ

kg-CO2

ℓ

kg

kg

kWh

kg

㎥

ｋｇ

ｋｇ

実　績　比　較

57期

2,937,695

8,032,645

1,714,083

597,978

1,933,974

3,227,285

106

321,385

38,207

3,797

2,893,170

7,943,325

1,683,038

625,674

1,937,473

3,166,576

104

313,851

50,749

59期

2,519,190

7,266,640

1,539,899

561,620

1,761,853

2,844,637

95

280,829

43,530

4,299

　廃棄物総発生量

　ＥＰＳ不良総発生量

　特定化学物質大気排出量（メチルナフタレン）

　水の使用量

　ＬＰＧ・重油ＬＰＧ換算総使用量

　電力総使用量

　重油総使用量

　ＬＰＧ総使用量

　総原料使用量

　二酸化炭素総排出量

評　　価 - × ×

＊．○前期対比・目標値とも達成、　△は前期対比・目標値　同等又はどちらか達成、　×は前期・目標値とも未達成。

項　目
60期58期

評　　価 - × ×

ＥＰＳ不良率（⑩/①） ％
0.128 0.126 0.125

0.129 0.151 0.171

評　　価 - × ×

廃棄物総排出量
(全量）

ｋｇ
37,825 37,447 37,072

38,207 50,479 43,530

評　　価 - × ×

水の使用量（⑧/①） ㎥/ｋｇ
0.1083 0.1072 0.1062

0.1094 0.1085 0.1115

評　　価 - × ×

電力量原単位（⑥/①） kwh/kg
1.088 1.077 1.066

1.099 1.095 1.129

評　　価 - ○ ×

燃料原単位（ＬＰＧ換算）（⑤
/①）

ｋｇ/ｋｇ
0.651 0.645 0.638

0.658 0.670 0.699

評　　価 - × ×

特定化学物質取扱量-
メチルナフタレン（⑦/①）

ｋｇ/ｋｇ
0.000036 0.000035 0.000035

0.000036 0.000036 0.000038

二酸化炭素総排出量
（②/①）

ｋｇＣＯ2/ｋｇ
2.707 2.680 2.653

2.734 2.746 2.885

Ⅵ．活動結果

削減対象項目 単位

基準期 目標値　/　実績値　/　評価

第５７期
第５８期 第５９期 第６０期

前期目標値の１％削減
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１．総燃料原単位（ｋｇ/ｋｇ）　＊ＬＰＧ換算

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 平均
月別原単位 0.674 0.662 0.715 0.750 0.707 0.713 0.686 0.693 0.704 0.686 0.691 0.719 0.699

目標値 0.645 0.645 0.645 0.645 0.645 0.645 0.645 0.645 0.645 0.645 0.645 0.645 0.645

２．総電力原単位（kwh/ｋｇ）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 平均
月別原単位 1.100 1.074 1.153 1.215 1.130 1.143 1.082 1.088 1.106 1.109 1.142 1.223 1.129

目標値 1.077 1.077 1.077 1.077 1.077 1.077 1.077 1.077 1.077 1.077 1.077 1.077 1.077

Ⅶ-1．各原単位及び不良率の推移　

1.100 

1.074 

1.153 

1.215 

1.130 
1.143 

1.082 1.088 
1.106 1.109 

1.142 

1.223 

0.950
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1.050

1.100

1.150
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9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

電力原単位
月別原単位

目標値(kwh/kg)

0.674 
0.662 

0.715 

0.750 

0.707 0.713 

0.686 
0.693 

0.704 

0.686 0.691 

0.719 

0.580

0.600

0.620

0.640

0.660

0.680

0.700

0.720

0.740

0.760

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

総燃料原単位 月別原単位

目標値
(kg/kg)

燃料原単位と電力原単位はともに通年では目標を達成できなかった。主な要因

としては全工場で生産量が大幅に減少し効率が落ちていることである。燃料原

単位は全月で未達成。電力原単位も達成できたのは1か月だけである。
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３．水の使用量原単位（㎥/ｋｇ）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 平均
月別原単位 0.106 0.106 0.119 0.126 0.116 0.116 0.106 0.106 0.114 0.107 0.106 0.111 0.111

目標値 0.107 0.107 0.107 0.107 0.107 0.107 0.107 0.107 0.107 0.107 0.107 0.107 0.107

４．工場全体不良率　(％)

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 平均
月別不良率 0.215 0.155 0.155 0.188 0.230 0.152 0.168 0.166 0.171 0.160 0.134 0.157 0.171

目標値 0.126 0.126 0.126 0.126 0.126 0.126 0.126 0.126 0.126 0.126 0.126 0.126 0.126

0.106 0.106 

0.119 

0.126 

0.116 0.116 

0.106 0.106 

0.114 

0.107 0.106 

0.111 

0.095

0.100

0.105

0.110

0.115

0.120

0.125

0.130

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水の使用量原単位
月別原単位

目標値(㎥/kg)

0.215 

0.155 0.155 

0.188 

0.230 

0.152 
0.168 0.166 0.171 

0.160 

0.134 

0.157 

0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

0.250

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

不良率
月別不良率

目標値(％)

不良率は全月で目標未達成。新規製品で不良発生が増加してしまったことが大

きな要因です。生産割合で大きい魚箱も川尻第一工場では目標を達成できてい

ないことも原因として挙げられます。不良発生の原因を早期に掴んで不良削減

に努めていきたいです。
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１．太陽光発電量 (kWh)

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 合計 平均
本社工場 26,167 21,411 15,669 19,056 19,304 19,595 27,143 31,499 35,154 16,412 36,009 34,546 301,965 25,164

川尻工場 34,516 27,976 22,421 24,537 25,176 26,153 35,940 41,464 46,111 36,068 50,897 45,512 416,771 34,731

川尻工場

1328枚

2014年7月2016年9月

Ⅶ-2．太陽光発電の実績

年間発電量

718,736kWh

310Wh 245Wh

760枚

パネル出力

パネル枚数

総発電量 236kWh

本社工場

発電開始年月

設置からの累計発電量 3,774,648kWh 2,223,901kWh

発電能力

325kWh

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

太陽光発電量 川尻工場

本社工場

(kWh)

年間発電量の二酸化炭素削減効果は、スギの木、約51,340本を植樹した計算に

なるよ。累計では、スギの木、約428,470本を植樹した計算になるんだ。これだ

けの植樹をしないで二酸化炭素を削減できるなんて、花粉症の人も助かります

ね。
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（文書番号：ｅｍ－０１）

年 9 月 7 日

※燃料・電力原単位は変動性で表示の目標値は時間当生産量12.23kg/hrの場合　(実質　12.37kg/hr） 〇 ×
計画

実施 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

計画

実施 ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○

計画

実施 ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○

計画

実施 ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○ ○

計画

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・不良率の削減はその他だけ達成で他は未達成。
　全体的に不良率が悪いが特に部材が悪い。来期も部材に対して重点的に対策していきたい。
・燃料原単位、電力原単位は共に目標達成できた。
　施策は実施できていた。漏れの対応は早急にできていた。
　真空ポンプオーバーホール2月実施。
・その他の施策はできている。 記入日：　2023 年 9 月 7 日 ㊞

・燃料原単位、電力原単位は共に目標達成でき、評価できる。
・不良率が目標に対して大幅に達成できていないので、原因を追究し改善するように。
・活動もマンネリ化しているところがあるので、外部などから情報を仕入れて新しい取り組みを
実施するように。

記入日：2023年9月25日 ㊞

　＊環境管理者（計画・結果）→環境管理責任者（確認）→社長（承認）→事務局（保管・配布-環境管理者以上）

環境
管理者

客先との打ち合わせのオンライン化 小塩

コ
メ
ン
ト

取
組
結
果

社
長
評
価

その他

「防災訓練」(em-05)
「緊急事態訓練」(em-06)の実施

全員

「安全パトロール」（131）（毎月）
安衛
委員

「騒音測定」（137）（1回/6ヶ月）
「エアコン簡易点検」（139）（1回/3ヶ月）

谷澤
仲田

「省エネ・エコ21環境管理委員会」（em-08)
環境

管理者

美化活動の実施（1回/4ヶ月）

水の排
量削減

「水道水使用量記録」（120）、漏れ確認 谷澤

「地下水採取量記録」（121）、漏れ確認 谷澤

クーリングタワーの運用管理 谷澤

谷澤

真空ポンプNO3オーバーホール 谷澤

廃棄物排出量
の削減 廃棄物の分別の徹底・記録管理 杉本建

二酸化
炭素排
出量の
削減

エアー漏れ箇所の撲滅 成型
担当者

蒸気漏れ箇所の撲滅
成型

担当者

成型サイクルの短縮 成型
担当者

金型メンテナンス
成型

担当者

熱交換器プレート洗浄（1回/6ヶ月）
ボイラー給水温度管理

不良の
削減

消耗部品の定期交換

成型
担当者「成型機日常点検」（106）（毎日）、整備

「成型機定期点検」（107）（1回/6ヶ月）、整備

実施 未実施

施策手段
担
当

活動スケジュール

1.034 1.586 0.287 37,447kg

実績値 0.342 0.654 0.197 0.258 0.145 1.013 1.580 0.279 43,530kg

燃　料
原単位

電　力
原単位

水使用量
原単位

廃棄物発生量
（全工場対象）

目標値 0.247 0.450 0.110 0.165 0.195

不良率
（全体）

不良率
（部材）

不良率
（魚箱）

不良率
（建材）

不良率
（その他）

第 59 期　　環境目標・計画・活動報告書　　　（ 本社工場 ）

作成日： 2022

Ⅷ．環境経営目標・計画・活動報告書（実績）（計画）

承認 確認 作成

社長 環境管理責任者 環境管理者



（文書番号：ｅｍ－０１）

年 9月 8 日

※原単位は変動性で表示の目標値は型物生産比率85.0%の場合 〇 ×
計画

実施 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施

計画

実施 × ×
計画

実施 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇

計画

実施

計画

実施

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇

記入日：2023年9月8日 ㊞

記入日：2023年9月25日 ㊞

　＊環境管理者（計画・結果）→環境管理責任者（確認）→社長（承認）→事務局（保管・配布-環境管理者以上）

社
長
評
価

　不良率は第一工場と第二工場の両方とも達成できなかったが、IDSの不良を大幅に減少させたことは評価で
きる。第一工場では特に魚箱が悪化しているため、悪化原因をきちんと掴んで来期は不良品発生を削減できる
ように取り組んでほしい。原単位は燃料と電力で達成できなかったので、来期は少しでも改善できるように取り
組んでほしい。

環境
管理者

コ
メ
ン
ト

取
組
結
果

・不良率は、第一A工場IDS以外：1回、IDS：4回、B工場：3回、第二工場：3回、ブロック：7回達成できた。
・不良削減として、第一工場カラー発泡機制御盤更新を計画していたがカラーの生産が無くなるため更新を止めた。
・二酸化炭素排出量削減としてベンチレーターインバーター化の計画を立て実施しているが現在も継続中の為
　60期へ持ちこします。

その他

「防災訓練」（em-05）
「緊急事態訓練」（em-06）の実施

全員

「安全パトロール」（131）（毎月）
安全
委員

「騒音測定」（137）（1回/2ヵ月）
「エアコン簡易点検」（139）（1回/3ヵ月）

藤田

毛利

「省エネ・エコ21環境管理委員会」
（em-08）（1回/2ヵ月）

環境
管理者

工場周辺の美化活動（1回/4ヶ月）

廃棄物排出量
の削減 廃棄物の分別の徹底・記録管理 和田

水の排
量削減

「水道水使用量記録」（120）、漏れの確認 毛利

「地下水採取量記録」（121）、漏れの確認 毛利

工場排出量の確認 毛利

第一工場№4成型機更新 和田

二酸化
炭素排
出量の
削減

エアー漏れ箇所の撲滅
成型

担当者

熱交換器プレート洗浄（１回/週）
ボイラー給水温度管理

毛利

金型メンテナンス
川村
高橋

デマンド管理システム運用による
消費電力管理（ピークシフト）

和田

第一工場ベンチレーターインバーター化 和田

2ｔボイラーエコノマイザー交換

不良の
削減

消耗品の定期点検、定期交換

成型
担当者「成形機日常点検」（106）（毎日）、整備

成形機定期点検」107（1回/6ヵ月）、整備

カラー発泡機制御盤更新 和田

実施 未実施

施策手段
担
当

活動スケジュール

0.876 1.127 0.089 37447

実績値 0.219 0.223 0.125 0.119 0.234 0.934 1.172 0.091 43530

燃　料
原単位

電　力
原単位

水使用量
原単位

廃棄物発生量
（全工場対象）

目標値 0.180 0.250 0.110 0.110 0

不良率
第一A、ＩＤＳ以外

不良率
（IDS）

不良率
（第一B）

不良率
（第二型物）

不良率
（ブロック）

第　59 期　　環境目標・計画・活動報告書　　　（ 川尻工場 ）

作成日： 2023

承認 確認 作成

社長 環境管理責任者 環境管理者



（文書番号：ｅｍ－０１）

年 9 月 7 日

＊原単位は原料使用量により変動します。目標原単位は58期原料使用量の場合 〇 ×
計画

実施 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇

計画

実施 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 × × ×

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画

実施 〇 〇 〇

計画

実施 × × × × × × × × × × × ×

・不良率は、前期に成形機のシーケンサーの不具合で不良を発生させてしまったので、制御盤を更新し、

12ヶ月不良0で目標達成できました。

・二酸化炭素排出削減では、58期から取り組んでいる、休日の過剰な乾燥時間の乾燥室稼働停止による効果が有り、

燃料、電力原単位の削減に繋がった。しかし、製品の出荷状況が厳しく生産調整を行い、電力原単位は未達成でした。

・廃棄物排出量削減、水の排量削減では記録と漏れの確認と施策ともに実施できました。

・防災訓練、緊急事態訓練は計画通り実施しました。               記入日：2023年9月12日 ㊞

記入日：2023年9月25日 ㊞

　＊環境管理者（計画・結果）→環境管理責任者（確認）→社長（承認）→事務局（保管・配布-環境管理者以上）

社
長
評
価

不良率の0%達成は素晴らしく評価できます。原単位は燃料で達成できたことも評価できます。今の状態を維持
するのも大変かと思いますが、さらに環境に配慮した取り組みを推進していくようにお願いします。

環境
管理
者

美化活動の実施（1回/4ヶ月）
環境
管理
者

予発機の更新検討（恒久的対応） 今村

コ
メ
ン
ト

取
組
結
果

工場総排出量の確認 今村

その他

「防災訓練」（em-05）
「緊急事態訓練」（em-06）の実施

全員

「安全パトロール」（131）（毎月） 山下

「騒音測定」（137）（1回/6ヶ月）
「エアコン簡易点検」（139）（1回/3ヶ月）

今村

「省エネ・エコ21環境管理委員会」（em-08）

水の排
量削減

「水道水使用量記録」（120）、漏れ確認 今村

「地下水採取量記録」（121）、漏れ確認 今村

廃棄物
排出量
の削減

廃棄物の分別の徹底・記録確認 今村

廃スチロールのリサイクル化 山下

二酸化
炭素排
出量の
削減

エアー漏れ箇所の撲滅 今村

蒸気漏れ箇所の撲滅 今村

スチームトラップの管理、整備
成型
担当
者

コンプレッサーの更新（INV） 今村

不良の
削減

消耗部品の定期交換
成型
担当
者

「成形機日常点検」（106）（毎日）、整備
成型
担当
者

成形機定期点検（107）（1回/6ヶ月）、整備
成型
担当
者

成形機3号機制御盤更新 今村

実施 未実施

施策手段
担
当

活動スケジュール

0.051 37,447kg

実績値 0 0.399 0.693 0.065 43,530

電　力
原単位

水使用量
原単位

廃棄物発生量
（全工場対象）

目標値 0% 0.415 0.689

不良率
（ブロック）

不良率
（　　　　）

不良率
（　　　　）

不良率
（　　　　）

燃　料
原単位

第　59 期　　環境目標・計画・活動報告書　　　（　住吉工場　）

作成日： 2022

承認 確認 作成

社長 環境管理責任者 環境管理者



（文書番号：ｅｍ－０１）

年 9 月 20 日

〇 ×
計画

実施 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

記入日： ㊞

記入日： ㊞

　＊環境管理者（計画・結果）→環境管理責任者（確認）→社長（承認）→事務局（保管・配布-環境管理者以上）

コ
メ
ン
ト

取
組
結
果

社
長
評
価

「騒音測定」（137）（1回/6ヶ月）
「エアコン簡易点検」（139）（1回/3ヶ月）

谷澤
仲田

「省エネ・エコ21環境管理委員会」（em-08)
環境

管理者

美化活動の実施（1回/4ヶ月） 環境
管理者

その他

「防災訓練」(em-05)
「緊急事態訓練」(em-06)の実施

全員

「安全パトロール」（131）（毎月）
安衛
委員

ガソリン燃料社用車の電気自動車
への更新の検討

小塩

客先との打ち合わせのオンライン化 小塩

水の排
量削減

「水道水使用量記録」（120）、漏れ確認 谷澤

「地下水採取量記録」（121）、漏れ確認 谷澤

谷澤

真空ポンプNO2オーバーホール 谷澤

廃棄物排出量
の削減 廃棄物の分別の徹底・記録管理 杉本建

二酸化
炭素排
出量の
削減

エアー漏れ箇所の撲滅 成型
担当者

蒸気漏れ箇所の撲滅
成型

担当者

成型サイクルの短縮 成型
担当者

金型メンテナンス
成型

担当者

熱交換器プレート洗浄（1回/6ヶ月）
ボイラー給水温度管理

不良の
削減

消耗部品の定期交換

成型
担当者「成型機日常点検」（106）（毎日）、整備

「成型機定期点検」（107）（1回/6ヶ月）、整備

実施 未実施

施策手段
担
当

活動スケジュール

1.003 1.564 0.287 43,095kg

実績値

燃　料
原単位

電　力
原単位

水使用量
原単位

廃棄物発生量
（全工場対象）

目標値 0.235 0.450 0.110 0.165 0.140

不良率
（全体）

不良率
（部材）

不良率
（魚箱）

不良率
（建材）

不良率
（その他）

第 60 期　　環境目標・計画・活動報告書　　　（ 本社工場 ）

作成日： 2023

承認 確認 作成

社長 環境管理責任者 環境管理者



（文書番号：ｅｍ－０１）

年 9 月 22 日

※原単位は変動性で表示の目標値は型物生産比率85.0%の場合 〇 ×
計画

実施 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

記入日： ㊞

記入日： ㊞

　＊環境管理者（計画・結果）→環境管理責任者（確認）→社長（承認）→事務局（保管・配布-環境管理者以上）

環境
管理者

コ
メ
ン
ト

取
組
結
果

社
長
評
価

その他

「防災訓練」（em-05）
「緊急事態訓練」（em-06）の実施

全員

「安全パトロール」（131）（毎月）
安全
委員

「騒音測定」（137）（1回/2ヵ月）
「エアコン簡易点検」（139）（1回/3ヵ月）

藤田

「省エネ・エコ21環境管理委員会」
（em-08）（1回/2ヵ月）

環境
管理者

工場周辺の美化活動（1回/4ヶ月）

ボイラー軟水器の自動化（No1.2） 毛利

水の排
量削減

「水道水使用量記録」（120）、漏れの確認 毛利

「地下水採取量記録」（121）、漏れの確認 毛利

工場排出量の確認 毛利

廃棄物排出量
の削減 廃棄物の分別の徹底・記録管理 和田

二酸化
炭素排
出量の
削減

エアー漏れ箇所の撲滅
成型

担当者

熱交換器プレート洗浄（１回/週）
ボイラー給水温度管理

毛利

金型メンテナンス
川村
高橋

デマンド管理システム運用による
消費電力管理（ピークシフト）

和田

ボイラーヘッダーバルブ交換 毛利

不良の
削減

消耗品の定期点検、定期交換

成型
担当者「成形機日常点検」（106）（毎日）、整備

成形機定期点検」107（1回/6ヵ月）、整備

成形機VACM30固定プレート更新(A7.8号機)川村

実施 未実施

施策手段
担
当

活動スケジュール

0.876 1.127 0.089 43095

実績値

燃　料
原単位

電　力
原単位

水使用量
原単位

廃棄物発生量
（全工場対象）

0

不良率
第一A、ＩＤＳ以外

不良率
（IDS）

不良率
（第一B）

不良率
（第二型物）

不良率
（ブロック）

目標値 0.180 0.220 0.110 0.110

第　60 期　　環境目標・計画・活動報告書　　　（ 川尻工場 ）

作成日： 2023

承認 確認 作成

社長 環境管理責任者 環境管理者



（文書番号：ｅｍ－０１）

年 9 月 12 日

〇 ×
計画

実施 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

              記入日：　　　　年　　　月　　　日 ㊞

記入日： ㊞

　＊環境管理者（計画・結果）→環境管理責任者（確認）→社長（承認）→事務局（保管・配布-環境管理者以上）

環境
管理
者

予発機の更新検討（恒久的対応） 今村

コ
メ
ン
ト

取
組
結
果

社
長
評
価

その他

「防災訓練」（em-05）
「緊急事態訓練」（em-06）の実施

全員

「安全パトロール」（131）（毎月） 山下

「騒音測定」（137）（1回/6ヶ月）
「エアコン簡易点検」（139）（1回/3ヶ月）

今村

「省エネ・エコ21環境管理委員会」（em-08）
環境
管理
者

美化活動の実施（1回/4ヶ月）

水の排
量削減

「水道水使用量記録」（120）、漏れ確認 今村

「地下水採取量記録」（121）、漏れ確認 今村

工場総排出量の確認 今村

今村

廃棄物
排出量
の削減

廃棄物の分別の徹底・記録確認 今村

廃スチロールのリサイクル化 中村

二酸化
炭素排
出量の
削減

エアー漏れ箇所の撲滅 今村

蒸気漏れ箇所の撲滅 今村

スチームトラップの管理、整備
成型
担当
者

NO1乾燥室ファンモーター更新 今村

コンプレッサーの更新（INV）

不良の
削減

消耗部品の定期交換
成型
担当
者

「成形機日常点検」（106）（毎日）、整備
成型
担当
者

成形機定期点検（107）（1回/6ヶ月）、整備
成型
担当
者

実施 未実施

施策手段
担
当

活動スケジュール

0.064 43,095kg

実績値

電　力
原単位

水使用量
原単位

廃棄物発生量
（全工場対象）

目標値 0% 0.395 0.686

不良率
（ブロック）

不良率
（　　　　）

不良率
（　　　　）

不良率
（　　　　）

燃　料
原単位

第　60 期　　環境目標・計画・活動報告書　　　（　住吉工場　）

作成日： 2023

承認 確認 作成

社長 環境管理責任者 環境管理者



①

　○印－遵守　・　×印－不適

　○下線のある事項は対応（届出・報告・申込・検査・点検）した日、それ以外は期末後に確認した日を記入。

振動規制法

①特定施設の届出 ①コンプレッサー
②ポンプ類
③成型機

全工場

11月3日

○

騒音規制法

①特定施設の届出
②自主測定

①コンプレッサー
②送風機
③業務用エアコン
④ポンプ類

全工場

11月3日

○

フロン排出抑制法

①特定製品を廃棄する場合のフロンの適正処理
②フロン回収処理報告書の発行、保管
③エアコン設備管理者の選任
④エアコン室外機の定期点検、記録

①コンプレッサー
②エアードライヤー
③業務用エアコン 全工場

11月3日

○

PCB特措法

①ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の
状況等の届出
※2020年7月9日処分済

①変圧器（番号30-001）
　 変圧器（番号30-003）

住吉工場

11月3日

○

ＰＲＴＲ法（化学物質使用・
排出量）

①化学物質排出量の届出報告（１回／年） ①重油に含有される化学物
質（メチルナフタレン）

川尻工場

11月3日

○

浄化槽法

①設置届出
②保守点検
③水質基準
④水質検査（１回／年）

①浄化槽

全工場

8月10日

○

水質汚濁防止法

①排出基準
②排水検査（１回／年）

①工場排水（50㎥以上）

全工場

6月27日

○

工業用水法

①地下水揚水設備の届出
②地下水採取量の報告

①地下水揚水設備

全工場

11月3日

○

Ⅸ．環境関連法規等の順守状況

関係法令 適用事項 該当事項 該当部署

順守確認日

順守状況

エネルギー使用の合理化
等に関する法律

①エネルギー使用状況届出
②統括管理者、企画推進者、管理員の選任
③企業単位の定期報告、中長期計画書の提出
④エネルギーの使用量、合理化の推進

①特定事業所（全工場）
②第二種指定工場（川尻工
場） 全工場

確認中

○

地球温暖化対策推進法

①温室効果ガスの排出抑制等の措置に努める
②県、市町村の施策協力
③温室効果ガス排出削減計画書、報告書の提出（静岡
県条例）

＿ 川尻工場

7月20日

○

容器包装リサイクル法

①直接販売製品の再商品化
②再商品化委託契約申込み

再商品化委託契約申込み
と委託料金の支払い 本社

（事務所）

6月20日

○

環境基本法

①事業活動に伴う公害防止と自然環境保全措置
②廃棄物に対する必要措置
③環境への負荷低減とリサイクル
④国、地方の施策協力

＿ 全工場

11月3日

○

公害防止組織法

①特定工場における公害防止統括者等の制度を設け、
公害防止組織を図る。

①大気汚染防止法

川尻工場

11月3日

○

大気汚染防止法

①ばい煙発生施設の設置届出
②ばい煙排出基準
③ばい煙測定（２回／年）
④公害防止管理者の選任（川尻工場）

①ばい煙施設管理（対象ボ
イラ施設）

川尻工場

9月19日

○

18/20



②

　○印－遵守　・　×印－不適　・　△印-遵守途中
　○下線のある事項は対応（届出・報告・申込・検査・点検）した日、それ以外は期末後に確認した日を記入。

松浦令和 ㊞

違反・訴訟等の有無

当社に対し関係機関から違反行為の指摘や、利害関係者からの訴訟や苦情等は過去１年間ありませんでした。

作成日 2023年11月3日 作成者 環境管理責任者

静岡県産業廃棄物の適正
な処理に関する条例

①産業廃棄物管理責任者の設置
②産業廃棄物処理の委託先の実地確認とその記録の保
存
③不適正な処理が行われた場合の必要な措置の実施
及び県への報告

全工場

11月3日

○

業界よりの要求事項

①発泡スチロール協会の要求等 ①発泡スチロールの再生化

全工場

11月3日

○

取引先のグリーン調達ガイ
ドライン

①ＲｏＨｓ指令等
②Ｒｅａｃｈ規則等

①特定含有規制物質の使
用禁止
②特定含有物質の公表

本社工場（営
業）

11月3日

○

グリーン購入法

①環境に配慮した事務機器、事務用品等の購入に努め
る。

①エコ商品・製品を優先的
に購入使用する 全工場

11月3日

○

電気事業法

①電気主任技術者の選任
②電気年次点検（1回/年）

①電気設備の点検（受変電
室・不良個所等）

全工場

11月28日

○

吉田町オアシス条例

①緑地面積の確保 ①本社工場－10％
②川尻工場－20％

全工場

11月3日

○

工場立地法

敷地面積のおける施設及び緑地面積の割合
＊敷地面積：9,000㎡又は建築面積：3,000㎡以上の工場

①生産施設
②環境施設
③緑地 全工場

11月3日

○

消防法（設備）

①消防設備の設置届出
②定防火設備の期点検
③防火管理者の選任

①火災報知器
②消火器・消火栓
③標示 全工場

11月3日

○

消防法（保安）

①該当施設の設置申請、届出
②貯蔵標示
③定期検査（漏洩）
④保安管理者の選任

①重油タンク（屋外）
②軽油タンク（地下）
③原料庫、製品庫 全工場

11月3日

○

関係法令 適用事項 該当事項 該当部署

順守確認日

順守状況

各リサイクル法
（家電・パソコン・自動車）

①適正な処理及び再商品化義務
②リサイクル料金の負担

①特定家電
②パソコン
③自動車 全工場

11月3日

○

廃棄物処理法

①廃棄物の適正処理　②廃棄物の３Ｒの推進　③産業
廃棄物の適正な保管・処理　④産業廃棄物管理票交付
等報告　⑤産業廃棄物の規制・基準の遵守　⑥廃棄物
物質の成分検査　⑦処分・収集業者と委託契約、県知事
許可証確認、⑧マニフェストの発行、A,B2,D,E票の５年間
保管、⑨産業廃棄物運搬実績報告

①一般廃棄物　②廃油
③廃プラ　④金属屑
⑤木パレ
⑥イオン樹脂
⑦廃スチロール

全工場

6月15日

○
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Ⅹ．代表者による全体の評価と見直し・指示
　　

第59期　（2022年　9月～　2023年　8月）

作成　2023年11月3日

確認

1 ✓

2 ✓

3 ✓

4 ✓

5 ✓

6 ✓

7 ✓

8 ✓

（環境管理責任者コメント）

（今期評価）

（来期取組）

1 有 無

2 有 無

3 有 無

4 有 無

5 有 無

6 有 無

生産品目に左右されない成果が見える目標値の設定

環境活動計画 上記と同様

環境に関する組織 問題なし

不良率は各工場で達成できておらず不良削減を今後の課題として取り組んでいきたい。原単位に関しては工場全体
では達成できなかったが、工場別では改善もみられ、日々の活動の成果が見えます。原単位に関しては生産品目や
工場の稼働状況に左右されるので、来期以降は生産品目や稼働状況にとらわれない評価方法を模索していき、内的
努力による成果が見えるように取り組んでいきたい。

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
及
び
見
直
し

世の中的な物価高騰は発泡スチロール業界においても同様かそれ以上で、物価高の影響により
業界全体の流通量が激減し、効率的な生産ができなかった。それがもろに原単位や不良率に現
れたと感じる。

昨今の海洋プラスチックごみ問題により年々風当たりが強くなっている発泡スチロール業界に
おいて廃棄物削減は直面する課題であり今後もそれを重点的に進めていきたい。毎年の活動も
だんだんとマンネリ化しているので、新しい取り組みを各工場考えていき環境に配慮した活動
を展開していきたい。

2023年11月3日

代表取締役社長　松浦令和

見直し項目
変更の
必要性 確認（必要に応じてコメント）

環境経営方針

その他のシステム要素 問題なし

その他（外部への対応） 問題なし

問題なし

環境経営目標

問題点の是正・予防措置の実施状況 特に問題なし。

取引先、業界、関係行政機関、その他の外部動向
特に問題なし。
”プラスチック資源循環促進法”による受注減少傾向

その他 ”インボイス制度”への取組み対応

作成者
環境管理責任者

松浦　令和

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項     目 必要に応じて評価・他

エコアクション２１文書 記録、文書類は作成出来ている

環境目標及び達成状況
原単位はブロックの生産量が大きく影響し達成出来なかった。
不良率は工場別で達成度に差が生じた。

環境活動計画及び順守状況 前期活動結果を踏まえ、継続して取り組む。

環境関連法規要求一覧及び順守状況 順守確認シートに記録。

外部コミニュケーション・対応記録
特に問題なし。
工場周辺の住民からの苦情や要望は無し。
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